
トキソプラズマ侵淫実態に関する調査研究
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I 緒 言

我々は，脳水腫，脈絡膜綱膜炎，脳内石灰化巣等の先

天性疾患やリンパ腺炎，脈絡膜綱膜炎等の後天性疾患を

若起するトキソプラズマ原虫の県内における侵淫実態を

明らかにするを目的として，一般住民及びトキソプラズ

マと密接に関係のある職業に従事していると畜場関係者

及び畜産関係者を対象として調査したので，その結果を

概略報告する。

]_訓査方法

A 被検血清

被検血清は(1)昭和46年 1~7月，県立中央病院で梅毒

検査のため377名から採取した血清（一般住民群）（2）昭和

48年 1~2月，県内各と畜場関係者294名より採取した

血清（と畜場関係者） ⑱並びに昭和49年2月，県内各家

畜保健衛生所及び畜産試験場の畜産関係84名より採取し

た血清（畜産関係者）で，いづれも検査時迄ー200cに

保存した。

B・トキソプラズマ問接赤血球漿集抗体価測定法（ I

HA) 

IHA価は栄研製の感作抗原をマイクロクイクー法（

Uブレート）用に調製後，次の様に測定した。

被検血清0.05“を56°C, 30分不活化した後， 希釈溶

解液0.051lt¢と 10％吸収血球液o.2meを添加し， 4°CI夜放

置後 2,000rpm, 5分遠心した上清を IHA価測定に供

した。

抗体価の測定は， Uプレートを用いて，（1）血清を希釈

液で2倍希釈，（2涌・釈液を0.25“追加， l3)栄研製の標準

感作血球液を8.3% （この抗原濃度による陽性対照血清

IHA価はマクロ法と一致）に希釈したものを0.05111£添

加し，（4）室温 l夜放置後判定した。判定は 1以上の凝集

像を示す血清希釈倍数の逆数をもって IHA抗体価とし

た。

A栄研法とマイクロクイター法の比較成績

マクロ法の栄研法による IHA抗体価と本調査に用い

たマイクロクイター法による IHA価を63例の血清につ

いて比較した結果，第 1図の如き成績が得られた。即

ち，直線上にブロットされたのが34例，栄研法が2倍高

かったのが16例及び4倍高かったのが2例であったのに

対して．マイクロタイター法が2倍高かったのが13例，

4倍高かったのが 5例及び 8倍高かったのが 1例であっ

た。

図 1 栄研法とマイクロタイター法に

IHA抗体価の比較
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マイクロクイター法による!HA坑体値

栄研法による測定値の幾何乎均値は 535倍であるのに

対して，マイクロクイクー法による幾何平均値は 696倍

であった。このように，栄研法とマイクロクイター法の

測定値間に若干のぶれがみられたが，ほぽ許容可能の範

囲と考え，本調査ではマイクロタイター法を採用した。

尚，栄研製の感作抗原にはLot差がみられたので，後述

する測定値はすべて 2回以上測定して得られたものであ

る。

ll[調査成績

B・年令別トキソプラズマ IHA抗体保有状況

一般住民．と畜場関係者，畜産関係者の年令別抗体保

有率を第 1表及び第2図に示した。
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表 1 年令別トキソプラズマ IHA抗体保有率

年令別I 被検 X6I4HA抗体保有率％

（オ） 数函斉121盗ぷ店計

一般住民 I47110・61 6.41 o¥ 。I 17.0 

O—9 と畜場関係者 l 。| I I I I 

畜産関係者 l 。I I I I 

一般住民 l 52|15.4| 3.8| 。I 。I 19.2 

10--19 と畜場関係者 l I OI 。。1 。
畜産関係者 l 11 。I 。。1 。1
一般住民 I 69114.51 2.9¥ 。1 。I 17.4 

20--291と畜場関係者 I49 8.2| 8.2I12.21 。1 28.6 

畜産関係者 171 。1II.8|5.9I 。I 17.6 

一般住民 |63123,813,21 1.61 。I28.6 

30ー 39 と畜場関係者 l 8022.5l15.0| 6.3|IO.0 53.8 

畜産関係者 l24|12.5 4.2|25.ol 。|41.7 

一般住民 soj26.oj 6.oj 2.oj 2.01 36.o 

40--49 と畜場関係者 l]02121.6112.71 4.91 8.8| 48.o 

畜産関係者 I 3216.316.3lls.613・ JI 31.3 

一般住民 49|20.4l4. l 2.01 。|26.5
叫 59 と畜場関係者 I 49120.418.216. 1J 4. 11 38.8 

畜産関係者 1 叶 。。112.512.5 25.o 

一般住民 147134.114,3[2.1j2.11 42,6 

~60 と畜場関係者 I 13123. 1J 。7.7j o[ 30.8 

畜産関係者 2 0| o o o| 

一般住民 |377120.414,311.1[ o.si 26.3 

計 と畜場関係者j294119.4¥11.2[ 6,816,51 43.9 

畜産関係者 8416,o[ 6.0[1s.sj 2.41 29.8 

先ず•,一般住民でみると， 1 : 2,,64抗体分布では， 0 

~9才ですでに約17％が抗体を保有し，且つ，この保有

率は加令と共に漸次上昇し， 60才以上群の約43％がピー

クであった。 I: 2,,512の抗体保有率レベルでは 3~10%

といづれも低率であった。

このような一般住民の， 1 : 2,,64及びI: 2,,512抗体保

有率を，と畜場関係者及び畜産関係者のそれらと比較す

ると，と畜場関係者ではいづれの抗体保有率も一般住民

より有意（ 1％危険率）に高かったが，畜産関係者では

I : 2,,64レベルでは大差なく， I: 2,,512レベルにおいて

(%), IHA,.,.,,:;,xu /¥。
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図2 職種別及び年令月ljトキソプラズ

マ IHA抗体保有率
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のみ有意差であった。即ぢと畜場及び畜産という特定

職種，特に前者におけるトキソプラズマ汚染が一般住民

に比して著しいことが示唆された。

次に年令別にみてみると，と畜場場関係者及び畜産関

係者の両群とも30~39オにおいてピークを示し，一般住

民のパターンと相異していた。

c.と畜場関係者，畜産関係者における経験年数別卜

キソプラズマ IHA抗体保有状況

と畜場関係者及び畜産関係者の経験年数別トキソプラ

ズマ抗体保有率を第2表，第 3図に示した。

と畜場関係者でみると経験年数が多くなるにともな

ぃ，抗体保有率が漸増する傾向がみられたが穎著なもの

ではなかった。

即ち，各経験年数の群間には有意差はなく，例えば，

l~5年群と20年以上群との群問には有意差は認められ

ず，従って顕著な差とはいえなかった。

畜産関係者においても同様であり，いづれの群間にお

いても有意差は認められなかった。

D．職種別トキソプラズマ IHA抗体保有状況

と畜場関係者をと畜検査員，と畜場従事者，と畜業者

及び食肉店舗従事者に，畜産関係を獣医師，飼育従事者

及びその他に分類してトキソプラズマ感染の実態を観察
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表2 経験年数別トキソプラズマ IHA抗体保有率

経験年 被検 1HA抗体保有率％
x64 

数別 数 函各12斎24髯店計

と畜場関係者 I 62119.4111.316.51 I.61 38.8 
1-5 

畜産関係者 I 161 。16.3,12.51 。|18.8

6-lo 
と畜場関係者 I s?¥12.3110.sl 3.518.81 35.1 

畜産関係者 16118.6 6.3118.6 0 43.5 

と畜場関係者| 54124.o[ 13.oJ 7.415, 61 5o.o 
ll-l5 

畜産関係者 I 19| 5.3|10.5|15.81 。| 31.6 

16—19 と畜場関係者！ ~48.8 

畜産関係者 1 叶 。1 025.0| 。| 25.o 

と畜場関係者! 80120.0[ 7.5[10.0110.01 47.5 
;;;:.20 

畜産関係者| 251 4.0 4.0 12.0| 8.0| 28.o 
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図3 経験年数月l」トキソプラズマ IH

A抗体保有率
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してみたのが第 3表，第 4図である。関も，一般住民（

20才以上）と比較すると，と畜検査員，獣医師，飼育従

事者及びその他の湯合では， l ••二64抗体保有率では有

意差でないが， I:~512では明らかに有意差で高率であ

った。この傾向はと畜場従事者，と帝業者及び食肉店舗

従事者でより顕著になり， I : ~64及び I: ~512のいづ

れの抗体保有率においても有意に高かった。

表 3 職種別トキソプラス~.... IHA抗体保有率

IHA抗体保有率 ％ 
職種別被検数 x64 --

~256 x512 x 10241嗜叫計
と畜検査員| 511 15.61 5, 91 5.91 5.91 33.3 

と畜従事者| 881 18.2: 18.21 2.31 4.51 43.2 

と畜業者| 311 22.61 6.41 12.91 12.91 54.8 

魯肉事店讐 I 1241 20.61 1uJ 10.81 7.81 41.9 

獣医師 I 421 11.91 4.81 11.91 2.41 31.0 

飼育従事者 321 。I 9.41 15.61 3.11 28.1 

その他 l0| 0| 。|30.01 。|30.0

（製評］~.71 29. 0 

（％） 
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図4 馳種別トキソプラズマ IHA抗体

保有率
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F・地域別トキソプラズマ IHA抗体保有状況

と畜場関係者294例，畜産関係者84例計378例の成績を

県北区，中央区及び県南区と 3群に大別してみると第 5

図の如くであった。

県北区では， I: :;;.,64 (55.2%)及び I: :;;.,512 (28.8 

％）共に最っとも保有率が高く，次に，県南，中央の順

であった。
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保有率
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IV 考察

本県におけるトキソブラズマの汚染状況についてはこ

れまでいくつか報告（児島たち， 1966o,田口たち，

1961 2), 伊藤たち， 19713))されてきたが，我々も，県

内におけるトキソブラズマ感染実態を明らかにすべく調

査しいくつかの興味ある事実を見出した。

先ず，一般住民についてみると，保有率パクーンは加

令と共に漸増するパクーンが得られたが，いづれの保有

率レベルも新潟（鈴木たち， 1971 4)), 東京（常松，

19675)),福岡（鬼木たち， 19686))などのそれらと比

較すると明らかに低い傾向がみられた。

この傾向は県内乎鹿地方の住民を対象とした伊藤らの

調査成績（伊藤たち， 19713)) と同様であった。 しか

し，帯広（長田たち， 19697))より高い保有率である。

このように，抗体保有率には北低南高の傾向がみられる

ようであるが，この成因を解析することは，今後のトキ

ソブラズマ対策を考究する上に重要と考えられるので検

討されていく必要があろう。

いづれにせよ，比較的低率とはいえ一般住民の中でト

キソブラズマの侵淫が行なわれている以上， トキソブラ

ズマ問題は軽視できず，特に妊娠との関連の中で或いは

後述の特定職種との関連の中で重視されていかねばなら

ない。従って，予防衛生或いは公衆衛生面からの対策の

積極的な具体化が必要であろう。

このように，本県におけるトキソプラズマの侵淫は西

日本における成績に比して比較的低率であり，しかも陽

性者の大半は 64~256倍の低い抗体価しか示さなかった

わけであるが，これらの陽性者の多くは抗体価レベルか

らみて不顕性感染の状態にあると考えられる。

次に，所謂感染免疫と考えられているトキソプラズマ

の場合，感染の起始点から終結点までの期間（抗体産生

持続期間）は一般的にはどのくらい持続するのであろう

か。七山ら (19728))の調査では， 3年間で抗体が消失

したのは約18％にすぎなかったしまた長田ら (19697) 

）も 16ヶ月間に抗体価の下降を認めたのは僅か 7％しか

認めなかったが，この点からみても， トキソブラズマの

生体内における持続期間はかなり長期的である可能性が

充分に推測されるのである。 トキソプラズマの場合，高

い液性抗体産生にもかかわらず，細胞内の原虫，特にシ

ストは液性抗体の作用をうけがたいという可能性も示唆

されているが， トキソプラスミン反応のアレルギー反応

が認められる以上，細胞性免疫も明らかに関与してお

り，従って両者の免疫との関連の中で， トキソブラズマ

の感染と防禦を考慮しなければならない。

次に，と畜場関係者や畜産関係者などの動物と密接に

接触している特定職種におけるトキソブラズマの感染実

態であるが，一般住民と比較して，明らかに高い抗体保

有率と高抗体価レベルが観察され，高密度のトキソプラ

ズマ汚染と感染の機会にさらされている可能性が強く示

唆された。特に一般住民では僅か約 6％しか認められな

かった所謂 512倍以上の抗体価の陽性者が，と畜場関係

者では約25％及び畜産関係者では約24％も観察されたこ

とは留意されなければならない。しかし，これらの職種

に従事してからの経験年数という点についてみると，顕

著な差はみられず，経験年数の増加とともに 1: ~512 

の抗体保有率が若干漸増する傾向を示したにすぎなかっ

た。又，加令との関係でみると，一般住民とはやや趣を

異にして，いづれの職種においても， 30~39才群が最も

高率であった。これらの職種にあってはトキソブラズマ

の感染密度が一般住民に比較して高く，従って，一定の

従事期間があればトキソブラズマに感染する可能性が高

い従事環境であることを間接的に示唆しているものと考

えられる。

このように，と畜場関係や畜産関係者などの職種がト

キソプラズマ感染を常に考慮しなければならない環境に

従事していることは軽視できず，健康管理を含めたトキ

ソプラズマ汚染防止のための具体策を可能な範囲から検

討していく必要があろう。

V 結 論

本県におけるトキソプラズマ感染実態を調査した結果
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(1) 本県のトキソブラズマに対する IHA抗体保有率

は，加令と共に漸増するパクーンを示し，平均26.3

％であったが，これは東北以南における保有率より

小さく，感染密度がそれらより小さいことが推定さ

れた。

(2) これに対して，と畜湯関係者及び畜産関係者で

は，平均抗体保有率がそれぞれ43.9％及び29.8％で

あり，特に高値の抗体保有者が一般に比して多数検

出され，これらの職域におけるトキソプラズマ感染

の密度が高いと推定された。

最後に，本調査に御協力下さいました県環境衛生課，

公衆衛生課，畜産課，各保健所並び各家畜保健衛生所の

方々に深謝します。
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